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で
推
移
す
れ
ば
数
年
の
う
ち

に
１
兆
円
規
模
に
回
復
す
る

見
込
み
だ
。
残
高
に
対
す
る

懸
念
が
解
消
す
る
こ
と
か

ら
、
第
７
次
中
計
は
「
先
を

見
据
え
て
新
た
な
こ
と
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
テ
ー
マ
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
―
―
な
ぜ
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
が
テ
ー
マ
な
の
か
。

　
伊
東
　
第
６
次
中
計
で
は

中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
地
震
特

化
の
強
み
を
磨
き
、
安
心
提

供
の
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｇ

ｅ
へ
」
を
策
定
し
た
。
当
社

は
地
震
保
険
に
特
化
し
、
官

民
共
同
の
ス
キ
ー
ム
を
有
す

る
世
界
で
も
例
の
な
い
会
社

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

強
み
と
し
て
専
門
性
に
磨
き

を
か
け
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
。
具
体
的
に
は
制
度
面

や
有
事
の
際
の
備
え
だ
け
で

な
く
、
流
動
性
や
安
全
性
に

収
益
性
も
意
識
し
た
資
産
運

用
に
よ
る
安
心
の
提
供
や
付

帯
率
の
向
上
、
防
災
・
減
災

へ
の
取
り
組
み
に
よ
る
平
時

か
ら
の
安
心
の
提
供
に
取
り

組
み
、
徐
々
に
社
員
も
自
信

を
持
ち
始
め
た
。

　
ま
た
防
災
士
資
格
の
全
員

取
得
も
掲
げ
、
職
員
だ
け
で

な
く
役
員
も
全
員
が
勉
強
し

て
同
資
格
を
取
得
し
た
。
さ

ら
に
時
間
創
出
で
20
％
の
業

務
削
減
に
取
り
組
ん
だ
。
当

社
は
有
事
の
際
に
力
を
発
揮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
平
時
に
ギ
リ
ギ
リ
の
状

態
で
は
有
事
の
際
に
破
綻
す

る
。
そ
こ
で
ル
ー
ル
の
見
直

し
や
シ
ス
テ
ム
化
、
あ
る
い

は
外
部
リ
ソ
ー
ス
の
活
用
で

20
％
の
業
務
量
を
削
減
し

た
。
当
初
は
苦
労
し
た
が
徐

々
に
成
果
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
余
白
の
時
間
を
新
た
な

取
り
組
み
に
充
て
る
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
い
と

わ
な
く
な
っ
て
き
た
。

　
第
７
次
中
計
で
は
中
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
本

方
針
」
に
取
り
込
み
、
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
に
寄
与

す
る
企
業
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
も
進
化
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
新

た
に
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
や
、
最
新
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
積
極
的
な

活
用
に
も
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
―
―
社
員
の
ど
ん
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
期
待
す
る
か
。

　
伊
東
　
制
度
強
靭
化
に
向

け
て
保
険
業
界
や
財
務
省
の

皆
さ
ん
と
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
あ
る
。
ま
た
危
険
準
備
金

が
一
定
額
以
上
と
な
っ
た
後

の
制
度
の
在
り
方
を
考
え
る

こ
と
も
必
要
と
な
る
。
超
大

規
模
地
震
発
生
後
の
復
旧
・

復
興
ス
テ
ー
ジ
で
の
迅
速
か

つ
的
確
な
対
応
の
た
め
の
工

夫
や
対
策
、
さ
ら
に
金
利
の

あ
る
世
界
で
運
用
資
産
が
積

み
上
が
る
中
で
、
適
切
な
リ

ス
ク
テ
イ
ク
に
よ
る
資
産
運

用
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
。

働
き
方
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ワ

ー
ク
を
前
提
と
し
て
Ｄ
Ｅ
＆

Ｉ
を
推
進
す
る
働
き
方
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
少
人
数
の

会
社
で
あ
る
こ
と
か
ら
労
働

力
の
代
替
性
の
確
保
が
課
題

で
あ
る
が
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
代

替
性
支
援
が
で
き
な
い
か
、

Ｅ
Ｓ
Ｒ
（
経
済
価
値
ベ
ー
ス

の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
基
準
）
の

導
入
と
リ
ス
ク
管
理
の
高
度

化
、
監
査
の
品
質
も
リ
ス
ク

監
査
か
ら
よ
り
上
位
の
経
営

監
査
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
に

は
何
が
必
要
か
な
ど
、
こ
れ

ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や

経
験
し
て
い
な
い
こ
と
に
取

り
組
む
。
こ
れ
ら
は
全
て
チ

ャ
レ
ン
ジ
な
の
で
ワ
ク
ワ
ク

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
―
―
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
に
つ
い
て
思
う
こ
と

は
。

　
伊
東
　
報
道
で
は
被
災
地

域
の
地
震
保
険
の
加
入
率
の

低
さ
が
報
じ
ら
れ
て
い
た
。

地
震
保
険
に
携
わ
る
立
場
と

し
て
被
災
地
の
状
況
を
見
る

と
、
生
活
再
建
の
手
段
と
し

て
の
地
震
保
険
の
重
要
性
を

あ
ら
た
め
て
認
識
し
て
い

る
。

　
―
―
地
震
保
険
の
付
帯
率

向
上
に
必
要
な
こ
と
は
。

　
伊
東
　
ご
存
じ
の
通
り
地

震
保
険
は
被
災
者
の
生
活
再

建
の
た
め
の
自
助
・
共
助
の

仕
組
み
で
あ
り
、
こ
れ
を
官

民
で
運
営
す
る
と
い
う
、
世

界
で
も
例
を
見
な
い
素
晴
ら

し
い
制
度
で
あ
る
。
元
受
保

険
会
社
や
全
国
の
代
理
店
に

日
々
地
震
保
険
の
重
要
性
を

お
客
さ
ま
に
伝
え
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
加

入
率
は
毎
年
増
加
し
て
お

り
、
保
有
契
約
件
数
も
２
０

０
０
万
件
を
超
え
て
い
る
。

地
震
保
険
が
「
官
民
共
同
の

保
険
制
度
」
で
あ
り
、
こ
の

制
度
を
政
府
が
支
え
て
い
る

こ
と
を
広
く
一
般
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
の
チ
ラ
シ
を
昨

年
、
財
務
省
に
作
成
し
て
い

た
だ
い
た
。
私
も
、
当
社
が

出
展
し
た
あ
る
地
域
の
防
災

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
こ
の
チ

ラ
シ
を
配
布
し
た
が
、
来
場

者
に
地
震
保
険
は
政
府
が
支

え
て
い
る
こ
と
を
案
内
す
る

と
、
驚
か
れ
る
方
や
安
心
さ

れ
る
方
も
い
た
の
で
、
今
後

も
機
会
を
見
つ
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
―
―
今
後
の
展
望
を
。

　
伊
東
　
海
外
の
方
と
話
を

す
る
と
、
日
本
の
官
民
共
同

の
地
震
保
険
制
度
は
、
日
本

独
自
の
素
晴
ら
し
い
制
度
だ

と
あ
ら
た
め
て
気
付
か
さ
れ

る
。
先
日
も
台
湾
住
宅
地
震

保
険
基
金
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
来
日

さ
れ
、
日
本
の
進
化
し
た
制

度
を
参
考
に
さ
せ
て
ほ
し
い

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
地

震
が
頻
発
す
る
地
域
に
は
こ

れ
か
ら
経
済
発
展
し
て
い
く

地
域
も
多
く
、
日
本
の
地
震

保
険
制
度
を
案
内
す
る
と
関

心
を
寄
せ
る
国
も
多
い
の
で

は
な
い
か
。
政
府
に
も
支
え

ら
れ
て
い
る
企
業
と
し
て
、

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
案

内
し
、
国
を
超
え
て
社
会
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
に
役
立

っ
て
い
く
こ
と
も
将
来
の
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。

　
―
―
第
６
次
中
計
を
終
え

て
。

　
伊
東
　
第
６
次
中
計
期
間

中
は
福
島
県
沖
地
震
を
は
じ

め
と
し
た
地
震
が
発
生
し

た
。
今
後
30
年
以
内
に
70
％

の
確
率
で
発
生
す
る
と
言
わ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首

都
直
下
地
震
も
、
よ
り
間
近

に
迫
っ
て
く
る
。
第
７
次
中

計
で
は
、
将
来
そ
れ
ら
が
発

生
し
た
場
合
を
想
定
し
、
保

険
金
や
査
定
費
の
迅
速
か
つ

的
確
な
支
払
態
勢
の
構
築
を

は
じ
め
、
民
間
危
険
準
備
金

の
着
実
な
回
復
や
未
経
験
の

有
事
に
備
え
た
対
応
が
主
な

課
題
に
な
る
。

　
―
―
今
中
計
に
お
け
る
新

た
な
取
り
組
み
は
。

　
伊
東
　
平
時
に
お
け
る

「
地
震
災
害
に
備
え
る
社
会

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
へ
の

貢
献
（
地
震
保
険
の
普
及
と

明
る
い
防
災
・
減
災
支

援
）
」
な
ど
は
第
６
次
中
計

か
ら
継
続
す
る
。
第
７
次
中

計
で
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
、

「
大
地
震
後
の
復
旧
・
復
興

ス
テ
ー
ジ
を
想
定
し
た
対
策

の
検
討
」
に
取
り
組
む
。
例

え
ば
首
都
直
下
地
震
の
場

合
、
保
険
金
支
払
額
は
最
大

で
７
兆
円
と
も
予
測
さ
れ
て

お
り
、
東
日
本
大
震
災
の
１

兆
数
千
億
円
に
比
べ
、
何
倍

に
も
な
る
。
有
事
後
の
社
会

の
復
興
・
復
旧
に
も
何
年
も

か
か
る
だ
ろ
う
と
想
定
さ

れ
、
人
海
戦
術
が
取
れ
な
い

中
で
当
社
の
存
在
意
義
を
発

揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は

ど
の
よ
う
な
工
夫
や
対
策
が

必
要
か
、
今
か
ら
検
討
し
て

お
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。

　
―
―
今
中
計
の
テ
ー
マ

は
。

　
伊
東
　
当
社
の
危
険
準
備

金
残
高
は
相
次
ぐ
地
震
に
よ

り
右
肩
下
が
り
だ
っ
た
が
、

20
年
度
か
ら
、
国
が
再
保
険

料
の
70
％
を
民
間
に
配
分
す

る
「
再
保
険
料
配
分
の
特
例

措
置
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

順
調
に
危
険
準
備
金
が
積
み

上
が
っ
て
き
て
お
り
、
現
状

　
ジ
ェ
イ
ア
イ
傷

害
火
災
は
５
月
７

日
、
㈱
ア
イ
リ
ッ

ジ
（
東
京
都
港

区
、
小
田
健
太
郎

代
表
取
締
役
社

長
）
が
提
供
す
る

ア
プ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｂ
Ｏ
Ｘ

（
ア
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
）
パ

ー
ト
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

へ
の
参
画
を
決
定
し
た
と

発
表
し
た
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ア

イ
リ
ッ
ジ
の
ア
プ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
と
の

連
携
に
よ
り
ア
プ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
や
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
加
速
・
拡
大

が
期
待
で
き
る
企
業
を
対

象
と
し
て
お
り
、
①
シ
ス

テ
ム
連
携
に
よ
り
Ａ
Ｐ
Ｐ

Ｂ
Ｏ
Ｘ
単
体
で
は
対
応
で

き
な
い
機
能
拡
張
を
実
現

す
る
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ト
ナ
ー
」
②
自
社
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
へ
の
提
案
に

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
活
用
す

る
「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

パ
ー
ト
ナ
ー
」
③
前
述
の

い
ず
れ
か
の
パ
ー
ト
ナ
ー

連
携
に
向
け
て
準
備
中
の

「
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
」

―
の
３
種
類
で
構
成
さ
れ

る
。
ジ
ェ
イ
ア
イ
傷
害
火

災
は
「
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ

ー
」
と
し
て
参
画
す
る
。

　
ジ
ェ
イ
ア
イ
傷
害
火
災

は
、
２
０
１
８
年
か
ら
海

外
旅
行
保
険
「
ｔ
＠
ｂ
ｉ

ｈ
ｏ
た
び
ほ
」
に
お
い

て
、
他
の
損
害
保
険
会
社

へ
の
シ
ス
テ
ム
提
供
と
、

顧
客
対
応
、
損
害
サ
ー
ビ

ス
、
保
険
金
支
払
い
に
関

す
る
業
務
の
代
理
・
事
務

の
代
行
を
受
託
す
る
形
で

の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
提
供
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
代
理
店
販

売
で
は
、
販
売
方
法
に
応

じ
た
顧
客
デ
ー
タ
連
動
や

Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
等
に
よ
り
、

顧
客
に
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
き

た
。

　
本
参
画
を
通
じ
、
「
Ａ

Ｐ
Ｐ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
の
導
入
企

業
に
エ
ン
ベ
デ
ッ
ド
・
イ

ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
（
組
込

型
保
険
）
を
ア
イ
リ
ッ
ジ

と
共
同
提
案
す
る
こ
と

や
、
「
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

の
標
準
機
能
と
し
て
同
社

の
保
険
と
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携

お
よ
び
関
連
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
な
ど
を
行
う
こ
と

で
、
ア
プ
リ
に
よ
る
新
た

な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
開

発
と
ア
プ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の

可
能
性
を
よ
り
一
層
広
げ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と

し
て
い
る
。

　
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
は
30
種

類
以
上
の
Ｓ
Ｄ
Ｋ
（
モ
ジ

ュ
ー
ル
）
を
そ
ろ
え
た
ア

プ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
、
必
要
な
モ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
ス
ク
ラ
ッ
チ

開
発
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
機

能
拡
張
の
す
べ
て
の
ア
プ

リ
開
発
と
、
ア
プ
リ
の
運

用
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施

策
に
対
応
で
き
る
。

組
込
型
保
険
や
Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
な
ど
で
可
能
性
拡
大

ア
イ
リ
ッ
ジ
の
ア
プ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ロ
に
参
画

社
員
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
期
待

伊
東
正
仁
社
長
に「
第
７
次
中
期
経
営
計
画
」を
聞
く

超
大
規
模
地
震
に
備
え
た
態
勢
構
築
急
ぐ

日本地震再保険　
日
本
地
震
再
保
険
は
、
４
月
か
ら
第
７
次
中
期
経
営
計
画
（
２
０
２
４
―
26
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
第
７
次
中
計

に
お
け
る
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
「
大
地
震
後
の
復
旧
・
復
興
ス
テ
ー
ジ
を
想
定
し
た
対
策
の
検
討
」
を
掲
げ
、

今
後
30
年
以
内
に
70
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
と
い
っ
た
超
大
規
模
地

震
に
備
え
た
態
勢
の
構
築
を
急
ぐ
。
ま
た
今
中
計
で
は
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
本
方
針
」
を
打
ち
出
し
て
い
る
他
、

危
険
準
備
金
が
回
復
傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
伊
東
正
仁
社
長
は
、
「
Ａ
Ｉ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

業
務
効
率
向
上
・
代
替
性
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
適
切
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
に
よ
る
資
産
運
用
と
い
っ
た
新
た
な
こ
と

に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」
と
、
社
員
に
対
し
て
期
待
を
寄
せ
る
。

伊東社長

ジェイアイ傷害火災


